
尼
信
と
の
出
会
い

　「
こ
の
古
い
土
地
に
は
、
き
っ
と

何
か
古
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
は

ず
や
」
約
８
年
前
、
尼
崎
信
用
金

庫
（
尼
信
）
の
支
店
長
か
ら
か
け

ら
れ
た
そ
の
一
言
が
、
牧
野
保
代

さ
ん
の
歩
み
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
牧
野
さ
ん
は
現
在
、
鳴
尾
町
４

丁
目
自
治
会
長
と
し
て
地
域
を
ま

と
め
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
枚
の
写
真
か
ら

　
当
時
、
特
定
の
盆
踊
り
の
存
在

が
分
か
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
古
い
土
地

に
は
何
か
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉

を
手
が
か
り
に
、
古
い
文
献
や
写

真
を
探
し
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

手
に
し
た『
鳴
尾
村
誌
』の
中
に
、

甲
子
園
大
運
動
場
（
現
・
阪
神
甲

子
園
球
場
）
で
開
催
さ
れ
た
「
鳴

尾
綿
摘
み
音
頭
大
会
」
の
写
真
を

発
見
し
ま
す
。
球
場
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
踊
り
の
輪
。
多
く
の
人
が

踊
る
そ
の
姿
に
、
鳴
尾
に
は
確
か

に
文
化
が
息
づ
い
て
い
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

記
憶
を
た
ど
る

　
調
査
を
進
め
る
中
で
、
鳴
尾
高

校
放
送
部
に
残
さ
れ
て
い
た
録
音

テ
ー
プ
の
存
在
が
分
か
り
ま
す
。

地
域
の
古
老
が
語
っ
た
音
源
が
見

つ
か
り
、
唄
は
約
80
年
ぶ
り
に
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。

　
振
り
付
け
の
記
録
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
踊
っ
て

い
た
人
の
姪
が
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
、
叔
母

の
横
で
踊
り
を
見
て
い
た
と
い
う

そ
の
女
性
と
共
に
、
記
憶
を
た
ど

り
な
が
ら
一
つ
一
つ
動
き
を
再
現

し
、
曖
昧
な
部
分
は
何
度
も
確
か

め
合
い
、
少
し
ず
つ
形
に
な
っ
て

い
く
踊
り
。
そ
れ
は
、
世
代
を
超

え
て
記
憶
を
つ
な
ぎ
直
す
時
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。

広
が
る
輪

　
楽
曲
を
子
ど

も
た
ち
が
踊
り

や
す
い
形
に
整

え
、
新
聞
各
社
へ

自
ら
手
紙
を
書

い
て
発
信
。
尼
信

を
は
じ
め
、
多
く

の
人
が
協
力
の

輪
に
加
わ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
綿
に
つ

い
て
ま
と
め
た

冊
子
も
制
作
。
す

べ
て
の
漢
字
に

ル
ビ
を
振
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち

が
読
み
や
す
い

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
支
え
る

　
自
治
会
長
と
し
て
、
防
災
訓
練

を
通
じ
て
十
町
会
の
結
束
を
強

め
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
自
分
が
楽
し
く
な
い
こ
と
は
続

か
な
い
。
だ
か
ら
楽
し
い
こ
と
を

や
ろ
う
」

　
人
の
記
憶
を
信
じ
、
人
を
つ
な

ぎ
、
未
来
へ
手
渡
す
。
牧
野
保
代

さ
ん
の
歩
み
は
、
鳴
尾
の
今
を
支

え
る
確
か
な
力
で
す
。

参
考
資
料『
鳴
尾
村
誌
』

牧野さんが見つけた写真。鳴尾名物だった綿摘み踊りの様子
（昭和3年7月26日甲子園大運動場にて）

牧野さんがまとめた冊子。『むかしはあっ
たよ　鳴尾の綿』

人
を
つ�

な
ぎ
、
歴
史
を
未
来
へ

鳴
尾
町
４
丁�

目
自
治
会

会
長

　牧
野

　保
代
さ
ん

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち
　　
あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち
　　
あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

～鳴尾の綿について～

　鳴尾地域は、江戸時代から明治にかけて「鳴尾木綿」
の産地として全国にその名を知られていました。
　鳴尾周辺は武庫川の堆積物による砂混じりの土地
で、米作りには不向きでしたが、綿花の栽培には最適
でした。ここで作られた綿は繊維が太く、弾力性に富
んでいたため、特に布団綿としての評価が非常に高く、
江戸の市場でも高級品として重宝されたようです。
　明治時代に入ると、安価な輸入綿の台頭や紡績工
場の近代化により、地場産業としての綿作りは衰退し
ていきました。

　  第396号 令和 8年 5月 1日コミュニティなるお

発行日
　2026.  5. 1

発行責任
　鳴 尾 連 合 自 治 会

編集
　コミュニティなるお
　　　　　編集委員会

　TEL. 47―0101

⑴



鳴
尾
村
の
繁
栄

　
幾
多
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き

た
鳴
尾
村
が
西
宮
市
と
合
併
し
、

62
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
の
は

な
ぜ
だ
っ
た
の
か
。

　
い
つ
の
時
代
も
そ
の
時
々
の
時

流
を
つ
か
み
、
素
早

く
村
の
発
展
に
生
か

し
て
き
た
の
が
鳴
尾

村
で
し
た
、
そ
し
て
い
つ
も
、
鳴

尾
川
は
そ
の
象
徴
で
し
た
。

　
戦
前
、
東
岸
の
工
場
地
域
と
、

甲
子
園
地
域
に
あ
っ
た
数
多
く
の

レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
西
岸
の
競
馬
場

は
、
村
繁
栄
の
大
き
な
源
泉
で
し

た
。
一
方
、
漁
業
に
適
し
た
長
い

海
岸
線
を
持
ち
、
平
坦
地
に
も
恵

ま
れ
、
イ
チ
ゴ
や
ス
イ
カ
栽
培
も

盛
ん
で
し
た
。
中
北
部
に
は
阪
神

間
で
も
有
数
の
文
化
地
域
が
あ

り
、
鳴
尾
村
に
は
自
治
体
と
し
て

の
全
て
が
あ
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　
当
時
の
鳴
尾
川
に
は
、
そ
ん
な

村
の
豊
か
さ
を
写
す
よ
う
に
多
く

の
荷
を
運
ぶ
船
が
岸
に
泊
ま
り
、

日
々
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
行
き

交
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
戦
時
体
制
の
強
化
と

と
も
に
の
ど
か
な
景
色
は
様
変
わ

り
し
ま
す
。
特
に
、
鳴
尾
川
東
部

一
帯
が
軍
需
工
場
の
様
相
を
呈
し

ま
し
た
。

　
阪
神
武
庫
川
線
と
小
曽
根
線
が

整
備
さ
れ
、
人
員
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
大
量
の
物
資
が
日
々
、
そ

こ
を
通
っ
て
川
西
航
空
機
と
そ
の

関
連
の
工
場
に
運
ば
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　
こ
の
た
め
、
人
口
も
急
増
し
て

多
く
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
戦
争
継
続
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
が
整
備
さ
れ
、
こ
の
頃

の
鳴
尾
村
は
時
勢
と
は
逆
に
大
変

な
活
気
が
あ
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
工
場
地
帯
は
戦
争
末

期
に
は
激
し
い
爆
撃
の
目
標
と
な

り
、
鳴
尾
川
の
風
景
を
一
変
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
荒
廃
ぶ
り
が
『
鳴

尾
村
誌
』に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
鳴
尾
川
東
側
の
工
業
地
帯
か

ら
西
側
の
海
軍
飛
行
場
に
か
け

て
、
地
形
が
違
っ
て
見
え
る
ほ
ど

の
爆
撃
の
跡
が
広
が
っ
て
い
た
」

と
。

復
興
へ

　
終
戦
の
後
、
鳴
尾
村
は
持
ち
前昭和 12 年の鳴尾村

鳴
尾
川
を
訪
ね
て
②

鳴
尾
川
を
訪
ね
て
②

　鳴尾川はかつて、時代を超えて鳴尾村のランドマーク的な存在でした。いつの時代も
鳴尾村の発展と鳴尾川両岸の変化は重なっていました。しかし、合併による村の終

しゅう
焉
えん
と

同じくして鳴尾川は運河としての役割を終え、ランドマークとしての意味を持たなくな
りました。
　「我は海の子白波の�　さわぐいそべの松原に�

煙たなびくとまやこそ　我がなつかしき住家なれ」
　鳴尾川に隣接する鳴尾浜や甲子園浜の風景には、この唱歌が実によく似合っていたの
ではと偲

しの
ばれます。

　今回は鳴尾川の水面に村の合併当時の風景を重ねながら、過ぎ去った鳴尾村の隆
りゅう
盛
せい
を

思い、合併の背景について考えてみます。

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
鳴
尾
競
馬
場
は
太
平
洋
戦

争
の
激
化
に
伴
い
、
昭
和
18

（
１
９
４
３
）
年
に
海
軍
用

地
と
し
て
へ
徴
用
さ
れ
た
こ

と
で
、
37
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　

武
庫
川
線
は
、
当
時
、
洲

先
駅
か
ら
現
在
の
J
R
甲

子
園
口
駅
〜
西
宮
駅
ま
で
つ

な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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⑶

の
た
く
ま
し
さ
で
再
び
繁
栄
を
取

り
戻
す
べ
く
、
復
興
の
道
を
歩
み

始
め
ま
し
た
。

　
国
の
戦
災
復
興
計
画
基
本
方
針

の
「
戦
災
地
域
」
に
指
定
さ
れ
、

さ
ら
に
、
空
襲
で
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
都
市
を
ゼ
ロ
か
ら
作
り

直
す
「
戦
災
復
興
都
市
」
の
適
用

も
受
け
ま
し
た
。

　
復
興
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
も

鳴
尾
川
両
岸
で
し
た
。
軍
需
工
場

と
な
っ
て
い
た
川
西
航
空
機
は
病

院
や
機
械
製
作
な
ど
に
転
換
し
、

明
和
興
業
に
改
称
。
新
た
に
新
明

和
工
業
と
明
和
自
動
車
工
業
も
設

立
。
豊
年
製
油
、
昭
和
電
極
な
ど

の
工
場
も
復
活
し
ま
し
た
。

　
左
岸
の
工
場
地
域
と
甲
子
園
地

域
に
あ
っ
た
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
復

興
の
財
政
を
支
え
ま
し
た
。
甲
子

園
の
一
角
に
、
東
洋
一
の
規
模
を

持
つ
鳴
尾
競
輪
場
（
後
の
甲
子
園

競
輪
場
）
が
開
設
さ
れ
、
甲
子
園

球
場
や
甲
子
園
大
プ
ー
ル(

甲
子

園
水
上
競
技
場)

な
ど
で
の
有
料

の
催
し
に
も
付
加
税
を
徴
収
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
鳴
尾
川
両
岸
か
ら
の
税
収
に
よ

り
恵
ま
れ
た
財
政
を
実
現
し
、
戦

前
か
ら
の
構
想
で
あ
っ
た
単
独
市

制
「
産
業
文
化
都
市
」
へ
と
大
き

く
動
き
始
め
ま
し
た
。

財
政
の
破
綻

　
し
か
し
、
順
調
に
見
え
た
構
想

を
打
ち
砕
く
出
来
事
が
続
い
た
の

で
す
。

　
一
つ
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍

最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
に
よ
る

税
制
改
革
で
し
た
。
甲
子
園
地
域

の
入
場
税
が
県
税
と
な
り
、
税
収

が
途
絶
え
、
村
の
収
入
は
激
減
し

て
大
き
な
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
、
昭
和
25
年
９
月
３
日
に
超

大
型
台
風
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
が
鳴

尾
村
を
襲
い
ま
し
た
。
高
潮
は
鳴

尾
川
の
堤
防
を
破
壊
し
、
逆
流
し

た
海
水
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
下
水

路
を
一
気
に
逆
流
し
て
村
中
に
あ

ふ
れ
、
鳴
尾
村
の
大
部
分
が
浸
水

し
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　
生
活
再
建
の
た
め
の
緊
急
の
財

政
支
出
を
行
い
、
今
後
の
防
潮
対

策
に
莫
大
な
予
算
が
必
要
と
な
っ

た
の
で
す
。
歳
入
不
足
に
苦
し
む

鳴
尾
村
に
国
や
県
の
災
害
補
助
金

の
自
治
体
負
担
分
の
費
用
を
ね
ん

出
で
き
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
こ
に
至
り
、
単
独
市
制

を
断
念
し
、
合
併
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
か
ね
て
か
ら
交
渉
の
あ
っ
た
西

宮
市
と
鳴
尾
村
の
東
部
地
域
と
、

古
く
か
ら
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
尼
崎
市
の
激
し
い
誘
致
運
動
の

末
、
西
宮
市
と
合
併
し
ま
し
た
。

合
併
の
後

　
両
岸
に
は
、
浜
甲
子
園
団
地
や

武
庫
川
団
地
が
建
設
さ
れ
、
田
畑

や
鳴
尾
浜
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。

鳴
尾
川
も
防
潮
堤
に
よ
り
姿
を
変

え
、
運
河
と
し
て
の
役
目
も
終
え

ま
し
た
。

　
繁
栄
を
謳お

う
歌か

し
た
鳴
尾
村
時
代
、

鳴
尾
川
は
村
の
象
徴
で
し
た
。
今

は
両
岸
に
か
つ
て
の
喧け

ん
騒そ

う
は
な
く
、

時
代
を
終
え
た
鳴
尾
川
を
訪
ね
来

る
人
影
も
な
く
、
そ
の
汀み

ぎ
わ

は
日
々
、

穏
や
か
に
波
打
つ
ば
か
り
で
す
。

破壊された鳴尾川の堤防

現在の鳴尾川河口。左下は昔の堤防跡

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
国
の
指
定
し
た
戦
災
都
市

で
は
、
競
馬
・
競
輪
事
業
で

得
た
収
益
を
復
旧
事
業
の
財

源
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
村
内
の
下
水
は
、
村
中
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
下
水
管
か

ら
善
教
寺
裏
の
池
な
ど
に
集

め
て
鳴
尾
川
か
ら
海
へ
流
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
尼
崎
市
の
工
業
地
帯
へ
は

鳴
尾
村
か
ら
多
く
の
人
た
ち

が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

◆�参考文献�

『鳴尾村誌』�

『西宮市史　第二巻』

◆�資料提供（西宮市役所）�

水路治水課�
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高

　須

小

　松

鳴
尾
東 　武庫川に架かる最南端の橋・南武橋の架け替え

工事が続いています。
新橋はすでに完成して利
用されていますが、旧橋
の解体撤去は昨年の11
月ごろから始まっていま
す。
　もう1本、橋が架けられ
るのかと思うほどの立派
な作業足場には、大天を
突くような巨大なクレー
ンが２台も載っていま
す。まさに大工事です。
　普段は何気なく渡っていますが、よく考えると長い期
間にわたって使用するためには当然のことかもしれませ
ん。時に激しい流れに耐えるため想像以上の頑丈さが要
求されるのでしょう。
　撤去されている旧橋を眺めながら渡るときに、その頑
丈さに感動を覚えます。そして、そんな橋を解体するには
そう簡単ではないことが実感できます。

　高須地区では、朝の通学時間帯になると小・中学
生が通学路を歩き、自転車で通勤・通学する人の姿も多く
見られます。また、地域内には自転車が通行できるよう整
備された歩道もあり、自転車利用が身近な地域です。
　４月１日から道路交通法が改正され「交通反則通告制度

（青切符）」が導入されて1カ月がたちますが、皆さんルール
は守られていますか。子どもたちが安心して通える地域に
するためにも、改めて交通ルールを確認しましょう。
　甲子園警察署交通課の松田さんは、自転車安全利用の五
則を守ってほしいと呼びかけています。
①  車道が原則、左側を通行。歩道は例外、

歩行者を優先
②  交差点では、信号と一時停止を守って

安全確認
③ 夜間はライト点灯 
④ 飲酒運転禁止
⑤  ヘルメット着用。努力義務ではありま

すが、大切な命を守るために着用が勧
められています

お知らせ：5月17日（日）赤胴車マルシェを開催します

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

　小松自主防災会は、平成9（1997）1月26日の結成
から29年目を迎えました。このたび、西宮市から、結成20年以
上の自主防災会を対象とした防災資機材の更新が行われる
ことになりました。老松公園に設置されている防災倉庫は経
年劣化が進み、雨漏りも発生していたため、新しくなりまし
た。併せて、保管物品も「災害時に本当に必要なもの」を基準に
見直しを実施。大量に保管していた簡易メガホンやヘルメッ
ト、重い担架などは返却し、パーソナルテントや簡易トイレ、 
ウオータータンクなど実用性の高い備品を整えました。
　新しい倉庫と必要な資機材の充実により、地域の防災体制
がさらに強化されました。今後も小松自主防災会は、地域の安
全を守る活動を続けていきます。

　ヘルメットの着用を！　　

左から作業足場、旧橋、新橋

新
し
く
な
っ
た
防
災
倉
庫

今
ま
で
入
っ
て
い
た
数
々
の
備
品

橋は架けるのも解体するのも大変

災害に備えて

広告

コープこうべ
キャラクター

受付時間

コープこうべ くらしの情報センター

このコードからもアクセスできます➡

火～土曜/8：30～19：00
日・月曜 /8：30～18：00

携帯電話・IP電話
0570-09-2100（有料） もしくは 06-7636-2000（有料）

（
無
料
）

固定電話・
公衆電話 0120-44-3100

ガイダンスに従って「1（宅配に関するお問い合わせ）」を選択ください

お申し込み・お問い合わせはコープこうべの宅配商品受取場所

めーむひろば
宅配の人気商品を決まった曜日・時間帯・場所で
受け取りできる宅配サービスです。

利用料

無料
検索めーむひろば

コープ西宮東で毎週火・金曜日（13時～17時）、
水・木・土曜日（13時～20時）に開催中！
※水・木・土曜日はセルフ方式となっております。
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鳴
尾
西

甲
子
園
浜

鳴
尾
北

南
甲
子
園　４月から、ごみの新分別区分に完全移行しまし

た。もやすごみ、その他不燃ごみ、粗大ごみ、缶・
ペットボトル、びん、紙資源等、プラスチック資源へと再編
されました。また、「その他プラ」の袋も「共通指定袋」に変
更され、より効率的な再資源化を目指して収集曜日や分別
方法も見直されました。

　鳴尾北地区では、１月か
ら新体制を先行実施。里中
町を除く各町で、もやすご
みの収集曜日が「月・木」か
ら「火・金」へと変更されま
した。
　４月の完全移行後も大
きな混乱はなく、地域の皆
さんの協力により新しい
ルールもおおむね定着し
ているようです。
　ごみカレンダーを改め
て確認しながら、みんなで
気持ちよいまちを守って
いきたいですね。

　スポーツクラブ２１甲子園浜主催による「第18
回ワンコインチャリティー（あしなが育英会）甲子

園浜マラソン
大会」が2月8
日に行われま
した。大寒波
到来で、雪が
舞う厳しい天
候でしたが、

参加者は白い息を吐き
ながら、懸命にゴール
を目指しました。
　走り終わった後に
は、安堵や悔しさがに
じみ出る表情、涙する
子ども、それぞれに心
が動くマラソン大会に
なりました。
　今回、急きょ体調不

良で参加を断念した人も多い中、ファミリージョギング200
人、ランナー481人、合計681人が参加しました。

　２月２８日に鳴尾中学校・地域交流室
で開かれた「なるお昔語りの集い」で、甲子園素盞
嗚神社の宮司・畑中秀敏さんから話を聞きまし

た。
　甲子園素盞嗚神
社は阪神甲子園球
場の西側に隣接
し、創建年代は不
詳ながら元禄元

（1688）年に再建さ
れた記録が残る約400年の歴史を持つ神社です。
　御祭神の素

す
盞
さの
嗚
おの
命
みこと
は武勇の神として知られ、水害よけや疫

病退散の神として信仰されています。
　大正13（1924）年に阪神甲子園球場が建設されて以来、「甲
子園神社」「タイガース神社」ともいわれて親しまれてきまし
た。神社前の道は昨年10月に「ホームランストリート」と名付
けられ、甲子園を目指す球児らが祈願に訪れます。
　野球の聖地を支える地域の歩みに思いをはせながら、話を
聞きました。

　鳴尾に長く住んでいると、気付けば姿を消して
いるものが少なくありません。それだけ、この地域が発展
を続けてきた証しなの
でしょう。
　その一つが「火の見
櫓」です。かつては火事
が発生すると、いち早く
半鐘を鳴らし、住民に避
難や消火、延焼防止を呼
びかける大切な役割を
担っていました。しかし
現在では、屋外スピー
カーによる緊急放送シ
ステムが整備され、火災
などの情報は迅速に伝
達されるようになって
います。
　かつては各消防分団
に設置されていた火の
見櫓ですが、今や唯一
残っているのは、鳴尾支所北側にある鳴尾中分団の火の見
櫓だけとなりました。

主催：地域創生交流有志の会「めいゆう」

寒さの中でもボランティアの支えと温かな声援
に包まれました

ゴ
ー
ル
を
目
指
せ
！

鳴
尾
支
所
北
側
に
残
る
唯
一
の
火
の
見
櫓

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
て
正
し
い
分
別
を
！

興味深い話に耳を傾けていました

最後の火の見櫓
やぐら

ごみ出し新ルール、暮らしの中へ 「なるお昔語りの集い」で知る「なるお昔語りの集い」で知る
　　　　　　甲子園　　　　　　甲子園素素

すす

盞盞
さのさの

嗚嗚
おお

神社神社

雪舞う甲子園浜、思いをつなぐラン雪舞う甲子園浜、思いをつなぐラン

広告
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　地域の文化・芸術活動の発展と継承を図る目的で始まった「鳴尾連合
自治会のつどい」は３月21日の開催を持って７回目を迎えました。
　今回は、図らずも音楽に関連する出し物がそろう形となりましたが、
これも皆さまと共に明るい春を迎えたいという気持ちの表れかもしれ
ません。
　温かなハーモニーに包まれた会場内で、地域の皆さまと一体となっ
た気分になりました。

『鳴尾はひとつ』

♪�

音
を
楽
し
む�

サ
ウ
ス
ウ
ィ
ン
ド
吹
奏
楽
団�

�

団
長
・
松
山 

博ひ
ろ

世よ

さ
ん

　
最
初
に
壇
上
に
上
が
っ
た
の
は
、
鳴
尾
で

日
々
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
サ
ウ
ス
ウ
ィ
ン
ド

吹
奏
楽
団
で
す
。

　
今
回
は
34
人
の
編
成
で
、
吹
奏
楽
な
ら
で
は

の
華
や
か
な
音
色
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ

ま
し
た
。
平
成
５
（
1
9
9
3
）
年
に
西
宮
南

高
校
吹
奏
楽
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
中
心
に
結
成

さ
れ
た
歴
史
あ
る
楽
団
で
、
現
在
は
幅
広
い
世

代
の
メ
ン
バ
ー
が
「
音
楽
を
楽
し
む
」
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
な
る
お
文
化
ホ
ー
ル
の
空
間
を
揺
ら
す
重
厚

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
息
の
合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
ま
さ
に
イ
ベ
ン
ト
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ

し
い
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。
観
客
席
か
ら

も
、
1
曲
終
わ
る
ご
と
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
曲
目
：『
ウ
エ
ル
カ
ム
』『
上
を
向
い
て
歩
こ

う
』『
山
田
耕
作
歌
曲
メ
ド
レ
ー
』『
お
酒
ソ
ン

グ・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
酔
奏
楽
の
為
の
〜
』『
宝

島
』

♪�

重
厚
感
の
あ
る
声�

セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ナ
男
声
合
唱
団�

�

団
員
31
人

　
本
イ
ベ
ン
ト
の
と
り
を
飾
っ
た
の
は
、
大
正

11
（
1
9
2
2
）
年
創
立
と
い
う
歴
史
を
誇
る

セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ナ
男
声
合
唱
団
で
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
む
に
つ
れ
、
男
声
合
唱
な

ら
で
は
の
重
厚
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
会
場
が
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
直
前
の
５
曲
目
に
、
誰
も
が
知
る
名
曲

『
バ
ラ
が
咲
い
た
』
が
始
ま
る
と
、
団
員
の
呼

び
か
け
に
応
え
、
客
席
か
ら
も
自
然
と
歌
声
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
光
景
は
、
ま
さ
に

音
楽
を
通
じ
て
の
「
鳴
尾
は
ひ
と
つ
」
を
体
現

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
伝
統
あ
る
男
声
合
唱
な
ら
で
は
の

深
み
の
あ
る
響
き
を
披
露
し
、
見
事
な
フ
ィ 

ナ
ー
レ
を
導
き
ま
し
た
。

　
曲
目：『
遥
か
な
友
に
』『
心
の
瞳
』『
愛
燦
燦
』

『
乾
杯
』『
バ
ラ
が
咲
い
た
』『
昴
』

♪�

心
を
う
た
う�

ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｒ
ｉ
（
コ
コ
リ
）　

ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｒ
ｉ

（
コ
コ
リ
）
は
、

ウ
ク
レ
レ
で
弾
き

語
り
を
す
る
と
も

ね
さ
ん
と
け
い
さ

ん
が
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
た
際
、
ギ
タ
ー

で
弾
き
語
り
を
行
う
み
ど
り
さ
ん
が
飛
び
入
り

参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
令
和
５
年
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
普
段
は
、
不
定
期
で
地
域
の
音
楽
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
曲
目
：『
オ
ー
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
』『
上
を
向

い
て
歩
こ
う
』『
さ
ら
ば
青
春
』『
な
ご
り
雪
』『
笑

っ
た
り
転
ん
だ
り
』『
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
』

鳴尾連合自治会
会　 　長

川崎 洋光

音
で
つ
な
が
る
地
域
の
人
と
サ
ウ
ス
ウ
ィ
ン
ド
吹
奏
楽

会場は心地よい歌声と手拍手で 
一体となりました

み
ど
り
さ
ん

み
ど
り
さ
ん

けいさんけいさん

ともねさんともねさん

歌
声
の
響
き
に
、会
場
全
体
が
包
ま
れ
ま
し
た

第7回第7回第7回第7回
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地域行事などの
自治会の活動

夏まつり 『宮っ子』展

年末特別警戒

自治会の今
　総務省の調査によれば、全国には約 30万の自治
会（町内会）がありますが、毎年約 300 団体ずつ
減少しています。加入率も平成 22（2010）年度
の 78.0％から令和 2（2020）年度には 71.7％へ
と下がり、減少傾向が続いています。
　西宮市では 434 団体あり、加入率は平成 10
（1998）年の 88.2％をピークに、令和 7年 63％
まで低下しています (令和 7年 7月現在 )。
　そのため、地域コミュニティーの中心的な自治
会の維持、運営が大きな課題となっています。鳴
尾地域も例外ではありません。
　自治会を取り巻く環境は、大きく変化しています。
地域を支える大切なコミュニティーでありながら、
その活動は十分に理解されていません。なぜなの
でしょうか ?�こうした課題を踏まえ、これからの
自治会の在り方を考えていくことが大切です。

自治会って？

　自治会（町内会）は、地域

で住む人たちが自主的に作

る任意団体です。

　 行政と住民をつなぐ役割を担い、共助の基盤として大
切な存在となっています。

環境美化 広報活動

福祉活動 地域行事

防犯・防災

　 こうした自治会の活動を、一定の地域内
の自治会が集まって組織され、地域全体で
支えているのが連合自治会です。

・役員や運営の担い手不足
・役員の負担と高齢化
・活動内容と住民ニーズとの隔たり
・加入率の低下��・透明性の不足
・�ライフスタイルや住宅形態の変化に
よる近所付き合いの希薄化

・行政からの依頼事項が多い
・組織が硬直化している
・新旧住民の交流が図りにくい　など

（注）�参考資料:西宮市鳴尾連合自治会会則�
国立国会図書館発行�調査と情報No.1306（2025年2月4日）�
朝日新聞2023年4月9日発行「自治会活動�曲がり角」

意外と知らない？自治会のこと
【Part １】　自治会の今

～鳴尾のまちを支える地域の力～
　岐路に立たされている自治会の活動。本シリーズでは、地域コミュニティーとしての自治会の活動や役割を
知ってもらい、改めて自治会の取り組みに目を向け、課題を探りながら活性化につなげていきます。

自治会活動の課題

　鳴尾連合自治会は、地域の自治会が集まってつくられ
た組織で、鳴尾地域のまちづくりを進める中心的な役割
を担っています。
　現在、43の自治会が所属し、事務局は市・鳴尾支所
に置かれています。自治会相互の親睦と、明るく住みよ
いまちづくりの実現を図ることを目的とし、次のような
事業を行っています。
　（1）相互親睦に関すること
　（2）自治会内各種団体の育成に関すること
　（3）�各校区、自治会の課題解決に関する事業、およ

び市政研修に関すること
　（4）コミュニティーに関すること
　（5）鳴尾連合自治会の集いに関すること
　（6）その他、必要と認めること
　地域全体で支え合いながら、まちづくりを進めています。
こうした連携が、鳴尾のまちのつながりと安心を支えて
います。

鳴尾地域をつなぐ
鳴尾連合自治会の役割
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『
宮
っ
子
』
3
・
4
月
号
で

案
内
し
た
内
容
と
同
じ
で
す
。

鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

�「
な
る
を
寄
席
」�

七
代
目
笑
福
亭
松
喬
一
門
落
語
会

開
催
日：６
月
13
日（
土
）

時
　
間：14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

会
　
場：な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

申
　
込：５
月
１
日（
金
）
～
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月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

5 13 水 13:30～15:00 「菜の花コンサート」 ～午後のひととき思い出のメロディを～
定員：100人　当日受け付け

レモングラス
桑名恵子　望月昌子　北野幸彦

鳴尾公民館
℡47－3838

5 28 木 14:00～15:30 「いくつになっても動ける体へ！」 ～骨から整える健康つくり～
定員：30人　当日受け付け

ミライのカラダラボ主催
原　美幸

6 14 日 14:00～15:00
「吹奏楽演奏会」 
　～ファミリーコンサート IN なるお～
定員：100人　当日受け付け

サウスウィンド吹奏楽団

5 30 土 14:00～15:30
健康講座
　治療できる歩行障害を見逃さない 
　高齢者が自立した生活を続けるために
定員：40人　当日受け付け

西宮協立脳神経外科病院　脳神経外科
副部長　大村　知久 鳴尾東公民館

℡49－1300
6 15 月 13:30～15:30

認知症予防のための劇 
　「ぼけたらあかん」 ぼけずに楽しく学びましょう
定員：50人　当日受け付け

劇団“ふれんず”
代表　福田　章　

5 16 土 13:30～15:20
座ってできる楽しい 「笑いヨガ」 　
　～たくさん笑ってストレスの解消につなげましょう～
定員：40人　当日受け付け
持ち物：水分補給用の飲みもの

笑いヨガティーチャー　
ほめカード認定講師　
岡本　笑美子

学文公民館
℡41－6050

★ 5 23 土 13:30～15:30

「写真の上手な撮り方」
　デジカメでスマホとは一味違う 『イイ感じ』を撮りませんか？
　※デジカメ（持参）による撮影体験会あり 
事前申込：5月8日（金）9:30～来館及び電話にて受け付け
定員：14人　対象：中学生以上の初級者
持ち物：デジタルカメラ（スマホ不可）、デジタルカメラの
説明書、筆記用具

プロ写真家
今井　博子

6 ７ 日 13:30～16:00 第11回「学文寄席」～笑って笑ってほっこりと～
定員：80人　当日受け付け

関西大学落語大学
西宮支部

★ 6 21 日 ９:30～12:00
誰でもできるスポーツ 「モルック」
　～動きやすい服装と室内ばきシューズ～
定員：30人　対象：年少～一般
事前申込：6月11日（木）9:30～来館または電話にて受け付け
持ち物：飲み物、タオル

武庫川モルックマメシーバ
代表　内藤　平

★ 5 18 月 14:00～16:00

健康講座
　「塩麹・醤油麹を使った減塩料理比べ」
定員：16人　材料費：1,000円（申し込み時徴収）
事前申込：5月11日（月）10:00～12:00来館にて受け付け
定員に空きがあれば5月12日（火）以降電話にて受け付け
12日以降の申込みの場合は材料費当日徴収
持ち物：マスク・エプロン・タオル・筆記用具

ジン医院　漢方内科医
松沢　祥子

高須公民館
℡49－1312

6 24 水 14:00～15:30
音楽講座 

「心身の健康に『うたごえ』をプラス！」
定員：50人　当日受け付け

歌声喫茶　あかとんぼ
米村　博実

【地域医療講座】講師：明和病院医師（明和病院の協力を得て開催している講座です）

6 18 木 14:00～15:30 「地域医療講座」～気をつけたい皮膚病～
定員：60人　当日受け付け

明和病院　皮膚科部長
ニキビセンター長　黒川　一郎

鳴尾公民館
℡47－3838

5 29 金 14:00～15:30 ウォーキングを効果的に
定員：50人　当日受け付け 明和病院　森田　裕介 南甲子園公民館

℡49－4741

広告

画画廊廊カカフフェェ
ララ ッッ キキ ーー ゾゾ ーー ンン
コーヒーと音楽
営業時間10:00～17:00 月･金休
〒663-8176西宮市甲子園六番町３－１９
［駅から歩いて3分､ユタカ順子記念館内］
TEL.090-4958-9425 ミニ集会承ります

第396号 令和 8年 5月 1日 　コミュニティなるお ⑻


